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はじめに

　次世代研究者育成支援事業、すなわち白眉
プロジェクトは、未来を担う先見的なグロー
バルリーダーを育てるための、京都大学独自の
取り組みです。本学は、学内外の教員と各界の
有識者とからなる伯楽会議が分野や国籍を
問わずに厳選した世界の俊英を白眉センターへ
迎え入れ、研究に専念できる自由な環境と、
学問分野の垣根を越えた若手同士の相互研鑽

の場を提供しています。平成21年9月の開始
以来、多くの教員のご理解、ご支援と、伯楽
会議委員の献身的なご協力、ならびに学外

からの広いご賛同とを得て、このたび5年目を
迎えることができました。今やHAKUBIの名は

海を越え、世界中から優秀な研究者が次 と々
応募してくれています。また、本プロジェクトを
巣立った者たちは、京都大学だけでなく、世界
各地に羽ばたき、活躍を始めています。
　そこで本冊子では、簡単ではありますが、
白眉プロジェクトの理念や実施体制、白眉
研究者の活動をまとめ、ご紹介する次第です。
この小冊が、本プロジェクト関係者の熱意と、
伸びやかながらも妥協することなく切磋して
いる若手の姿とを、皆様にお伝えできたなら
幸いです。
　世界情勢が混迷を深め、また学問分野の
専門化が深化する一方で、学際化による先進

的な学問の創出が期待されているなか、大学に
おける教育・研究活動のありかたには、大きな
変革が求められています。京都大学は、日本の
若手研究者育成のモデルとなることを期待して、
大学改革の柱の一つとして本事業に取り組んで
きました。人材育成は一朝一夕には為し得ま
せんが、白眉研究者は着実に成長を続けて
くれています。学内外の関係者の皆様には、
長期的な展望のもと、今後一層のご協力と
ご支援をお願いする次第です。また、京都大学
の掲げるこの志に共鳴し、白眉の一員とならん
とする若い皆さんの、一層の応募を強く期待
しています。
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Hakubi Project is...
H



白眉プロジェクト
の理念

求められるのは、未来を切り拓く創造性
豊かな人材。世界で活躍できる研究者を
育成するための独自プロジェクトが、京都
大学で進められています。

今村 博臣准教授（生物物理学）の研究試料



A

― 3 ―

About Hakubi Project

　大学における学術研究は、研究者の自由な発想や
知的好奇心、探究心をもとに展開されます。その
基盤を支える上で重要なのは、チャレンジ性と創造
力に富んだ人材。グローバル化が急進する昨今、
学問の新たな潮流をつくりだせる広い視野と柔軟な
思考力を持つ次代の担い手、すなわち若手研究者の
育成は、京都大学だけでなく日本全体にとって重要
な課題の一つとなっています。
　そこで構想されたのが、京都大学次世代研究者
育成支援事業「白眉プロジェクト」です。将来それ
ぞれの専門分野において、世界の学問・研究のリー
ダーとなる人材が京都大学から巣立ってほしいという
期待を込めて、優秀な若手研究者に充実した研究
環境を提供する取り組みを平成 21年 9月にスタート
させました。
　白眉プロジェクトでは、基礎から応用にわたる、
人文科学、社会科学、自然科学の全ての分野の研究
者を対象に国際公募を行い、毎年、最大 20名を京都
大学の特定教員（准教授または助教）として採用して
います。
　第一次審査として、応募者ごとの専門分野に応じた
学内教員からなる専門委員会を組織して書類審査を
行い、その後、第二次審査として学内外の有識者
（「伯楽」）と理事とで構成される伯楽会議が面接を
実施。松本総長による個別面接も経た上で、研究
面での能力のみならず、先見的な次世代のリーダー
となり得る資質などを総合的に評価して、第三次
審査で採用候補者を決定します。

　採用した白眉研究者の活動をサポートし、かつ、
白眉プロジェクトを円滑に運営するために設置された
のが白眉センターです。学内組織として白眉研究者
それぞれの受入部局（研究科・研究所・研究センター
など）と緊密に連携し、プロジェクトを推進します。
　白眉センターは全学各部の協力のもと、センター長
とプログラムマネージャーによって日ごろの運営が行
われ、研究国際部が事務全般を担当。重要事項は、
全学の理事・部局長・教員から選出された委員に
よる運営委員会で審議されます。

■ 京都大学白眉センター第6回伯楽会議（平成26年度）委員次世代のリーダーとなる
国内外の若手研究者を支援

プロジェクトを具現化する白眉センター

■ 白眉研究者の審査・選考の流れ

■ 応募者数の推移

田中　耕司
赤松　明彦
淡路　敏之
江﨑　信芳
三嶋　理晃
吉川　　潔
金田　章裕
松井　孝典
生駒　俊明
安西祐一郎
中西　友子
數土　文夫
小野　元之
Christophe Marquet
毛里　和子

西川　伸一

白石　　隆
柘植　綾夫
山本　克己
高倉　喜信
宮川　　恒
杉万　俊夫
藤井　滋穂
小柳　義夫
向井　　茂
原　正一郎
川上　浩司
間藤　　徹
堀　　智孝
瀬原　淳子
伏木　　亨

京都大学白眉センター長
京都大学理事（学生・図書館担当）
京都大学理事（教育担当）
京都大学理事（総務・企画・情報環境担当）
京都大学理事（病院・国際担当）
京都大学理事（研究担当）
大学共同利用機関法人人間文化研究機構前機構長
千葉工業大学惑星探査研究センター所長
キヤノン株式会社代表取締役副社長
独立行政法人日本学術振興会理事長
東京大学大学院農学生命科学研究科教授
東京電力株式会社取締役会長
城西大学大学院センター所長
フランス国立東洋言語文化学院教授、日仏会館フランス事務所長
早稲田大学名誉教授
株式会社JT生命誌研究館顧問、
NPO法人オール・アバウト・サイエンス・ジャパン代表理事
政策研究大学院大学長
公益社団法人日本工学会長
京都大学大学院法学研究科長
京都大学大学院薬学研究科長
京都大学大学院農学研究科長
京都大学大学院人間・環境学研究科長
京都大学大学院地球環境学堂長
京都大学ウイルス研究所長
京都大学数理解析研究所長
京都大学地域研究統合情報センター長
京都大学理事補、大学院医学研究科教授
京都大学理事補、大学院農学研究科教授
京都大学特任教授、白眉センタープログラムマネージャー
京都大学再生医科学研究所教授、白眉センタープログラムマネージャー
京都大学大学院農学研究科教授、白眉センター顧問

氏　　名 所属および職階

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

（人）
伯楽会議委員からの声

小野 元之 氏城西大学大学院センター所長

　白眉プロジェクトは、今のところ非常にスムーズに進行して
いると思います。では、このシステムを今後どのようにしていく
のか、大学運営全体からの問題もあるでしょう。人材育成は
時間がかかって当たり前です。白眉研究者の雇用期間は5年
ですが、プロジェクト自体の継続のために何をしなければな
らないのか、そろそろ考えていく必要があるでしょう。

－応募者数　※（　）内は倍率

専門委員会による
書類審査
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第一次審査 第二次審査 第三次審査

・応募者の専門分
野に応じた専門
委員会を個別に
組織

・学内教員約140名
がこの審査に参画

伯楽会議による
面接

・日本語または英語

総長による面接

・英語で実施

・1人あたり40分

運営委員会による
採用者の決定

・第二次審査で選
考された採用者に
ついて審議・決定



白眉に選ばれた
世界の俊英

高い競争倍率と厳正な審査を通過し集まった
白眉研究者たちは、国籍も専門分野もさま
ざま。日本に求められているダイバーシティが、
白眉プロジェクトでは実現しています。

前多 裕介助教（物性物理学・分子生物学）の実験装置
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Key words／ VARIOUS

　博士の学位を有する者、あるいは学位取得者と
同等以上の学術研究能力を有する者であれば、
外国人を含めて、誰でも応募できるのが白眉プロジェ
クトの特長。京都大学の教員や学内外の有識者に
よる厳正な審査を経て選ばれた研究者は、国籍も
性別もさまざまです。30歳前後を中心とした年齢
構成で、女性研究者も数多く在籍しています。
　混迷を深める社会情勢のもと、大学の教育・研究
活動を取り巻く環境は厳しさを増していますが、白眉
プロジェクトは、京都大学のための人材確保を目的
として発足したものではありません。学術・科学の幅
広い分野で総合力を発揮してきた京都大学の伝統を
生かして、専門分野や国境などの境界にとらわれずに
新しい研究領域を開拓もしくは創造し、将来、世界
の学術・科学を牽引できる研究者を輩出することが
第一の目的です。
　そのため、採用された者たちの専門分野は多様で
あり、人文科学、社会科学、自然科学の全ての
分野にわたります。彼らは個々の専門分野の殻を
破って研究力を磨くと同時に、全く異なる学術的
背景をもつ研究者との密な交流を通じて、互いに越境・
影響し合える柔軟な感性と豊かな知性、高い志を
身に付けます。
　白眉プロジェクトの始動から5年。白眉研究者や
白眉プロジェクト卒業者は、京都大学内のみならず、
日本ひいては世界を舞台にして、伸びやかに活躍し
始めています。

■白眉研究者の構成国や専門分野は不問
選び抜かれた優秀な人材

出身国
比率

男女
比率

専門
分野

■白眉研究者ピックアップ

　大学で文化人類学を専攻して以来、先住民やマイノリティに関心を持ち、
熱帯雨林に住む狩猟採集民の社会変容について研究してきました。現在熱帯
アジアでは、急激なプランテーション開発によって森林面積が著しく減少
しています。白眉プロジェクトでは、マレーシアをはじめとした東南アジアの
諸地域を比較検討することにより、森林開発地に暮らす人々は、どのように
安定的な生存基盤を維持することが可能なのかを検討していきます。限り
ある自然資源とその資源を利用した人々の生活の両立可能性について明らか
にしたいと考えています。

加藤 裕美
専門領域
文化人類学

研究課題
熱帯型プランテーション開発と
地域、住民の生存基盤安定

　私たちのDNA配列の大部分は進化的に保存されており、同じ特徴を備えて
います。なぜ共通の遺伝情報から、多様性が生み出されるのでしょうか？
この問いに答えるため、さまざまなゲノム領域を比較し、保存されたDNA配列の
解析を行っています。また、「分子のはさみ」を用いてDNAを切断・編集
するといったゲノムエンジニアリングを活用し、設計図からどのように情報が
読み出されるのかを調べています。DNAの読み出し方を変化させることによって、
多様性を生み出すことが可能となるのです。進化や病気のメカニズムを明らか
にし、何がヒトをヒトたらしめるのか、という問いに対する答えを見つける
ことを目指します。

Knut Woltjen
専門領域
ヒト遺伝学、生命工学

研究課題
ヒト幹細胞遺伝子工学による
ノンコーディングDNAの機能評価

K
国内
76%

男性
82%

文系
41%

国外
24%

女性
18%

理系
59%

（1～5期累計）



京大に親和し
そして触媒になる

受入部局に溶け込んで、研究に励む白眉
研究者たち。周囲のスタッフや学生たちと
交流して大学全体に空気の循環を生み、
新たな化学反応を引き起こしています。

小石 かつら助教（音楽学）の研究用蔵書



Key words／ FUSION 
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　白眉プロジェクトで採用された研究者は、白眉セン
ターの特定准教授あるいは特定助教として、5年の
任期（年度単位）で雇用されます。そして各人の希望
に沿って専門領域にふさわしい学内部局に所属し、
その上で、自由に国内外を活動の場として研究に
励みます。
　また彼らは、研究活動に専念できるように、
基本的には教育負担や受入部局での日常的な運営
業務を免除されていますが、白眉センター内でさま
ざまなワーキンググループを組織して、研究会やセミ
ナーの開催、センター刊行物の企画・編集、プロジェ
クトの広報業務など、白眉プロジェクトの推進に欠か
せない基本的な業務に携っています。

学内部局に所属して
自由な環境で研究活動に専念

　ほぼ毎月2回、定期的に開催されている「白眉
セミナー」は、多岐にわたる仲間の研究活動を
相互に理解し、研鑽し合うセミナーです。1人の発表
者による講演会形式から、複数人によるシンポジ
ウム形式まで、白眉研究者自身が自由な発想で企
画します。原則として学内の誰もが聴講できるため、
白眉プロジェクト内外の研究者が自然に顔を合わせ、
学際的な議論や知識の共有が生じる場となって
います。
　白眉プロジェクトを介した京都大学への優秀な
若手人材の受け入れは、各受入部局にはもちろん
のこと、大学全体の学術研究活動に大きく貢献
しています。

大学全体に新しい空気を運び込む
白眉研究者たち

受入先からの声

　部局内の選考委員会で採用する人材にも期待するとこ
ろは大きいですが、これと並んで、京都大学で選考した
教員（白眉研究者）が配置されてくることにも大きな意義が
あります。前者では部局側が部局への適性などを基準に
人を選考するのに対し、後者では白眉研究者が自ら希望の
配置先を選択します。これにより新規の研究テーマが持ち
込まれるという期待感が生まれ、さらに白眉研究者が持ち
込んでくる新鮮さが研究室の雰囲気を変えるような効果も
あると感じます。

農学研究科　奥本 裕教授

　多分野の研究者が一堂に会するので、30歳台の若手研
究者育成には良い効果があるでしょう。とりわけ文系と理系
が一緒にいるという効果は､その因果関係を明確に示すのは
難しいですが、大事な成果につながると思います。個別部局
での教員採用では、その部局での教育も判定基準に入れて
いますが、白眉プロジェクトでの採用は研究を主眼にしたもの
なので、両者はそれぞれに特徴があります。また、20人の
白眉研究者を広い研究領域から一括して採用するという点
にも特徴があります。白眉プロジェクトはプリンストン高等
研究所に近い雰囲気で自由な研究を促しており、日本には
まだ例の無い取り組みです。白眉研究者は配置先で自由に
活動しているので、研究室間の壁を取り払うような効果も
もたらしています。

情報学研究科　五十嵐 淳教授

　全学一括採用と個別部局採用では、人事の趣旨が全く
異なるので、一概に比較することは難しいかと思います。
部局にとって白眉研究者の受け入れは、ある意味で「おまけ」
のようなものですが、「おまけ」が全体の研究の新たな展開を
生む契機となることもあります。

東南アジア研究所　河野 泰之教授

　非常に良いシステムであると感じています。外国ではテニュア
トラックというお試し期間がありますが、白眉プロジェクトは
これに相当するシステムとして、上手く機能していると思います。

生命科学研究科　垣塚 彰教授

　白眉研究者として研究に専念できることは、独立した研究を
発展させていく上で大変貴重な機会になっています。また、
同時に受け入れる側にとっても、お手本となる優秀な若手が
いることで、研究室全体が活性化されています。いわば、
お互いにとり有益なwin-winの関係を構築できています。

ウイルス研究所　影山 龍一郎教授

■ 受入部局と白眉研究者数

文学研究科
教育学研究科
法学研究科
経済学研究科
理学研究科
医学研究科
工学研究科
農学研究科
人間・環境学研究科
情報学研究科
生命科学研究科
経営管理研究部
化学研究所
人文科学研究所
再生医科学研究所
生存圏研究所
防災研究所
基礎物理学研究所
ウイルス研究所
数理解析研究所
霊長類研究所
東南アジア研究所
iPS細胞研究所
生態学研究センター
地域研究統合情報センター
フィールド科学教育研究センター
学際融合教育研究推進センター
物質－細胞統合システム拠点
福井謙一記念研究センター

11
2
5
3
14
2
4
5
4
6
1
1
2
5
1
1
1
4
2
1
1
5
2
2
1
2
2
1
1

白眉研究者数（1～5期累計）部 局 名

K



外へ出よ！
世界レベルの
武者修行

自らの力を試し、鍛えるため、そして新たな
見聞を広めるために、日本を飛び出す白眉
研究者たち。学問追究の情熱は、海や
国境を軽々と越えていきます。

細 将貴助教（進化生物学）の研究試料
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スイスを拠点に研究中

　スイス連邦工科大学チューリッヒ校に客員研究員として
滞在しています。こちらの先生と新しい研究テーマに取り
組むとともに、スイスを拠点にして欧米諸国の研究機関を
訪問し、セミナー発表を行っています。海外研究者とのがっ
ぷり四つの議論を通じて、新しい物理的視点・アイデアを
獲得するだけでなく、この機会を将来の国際共同研究に
つながる礎にしたいと思っています。

自らの可能性を広げるために

　カナダのブリティッシュコロンビア大学森林科学科で客員
研究員として研究生活を送っています。渡航目的の一つは、
森林と河川生態系のつながりについて、気候帯を超えた共通
理解を見出すこと。もう一つは国際的な研究者とのネット
ワークを広げることです。世界中から集まる研究者らとの
日常は非常に刺激的です。

青山 和司
【物性物理学（理論）】
滞在期間：平成23年4月～12月

佐藤 拓哉
【群集生態学、生態系生態学、
保全生態学】
滞在期間：平成23年6月～平成24年2月

数学研究に最適な場所、パリ

　パリ第6大学ジュシュー数学研究所で、整数論分野の
研究者のもとを訪れています。フランスは歴史的に数学の
研究が盛んな国で、名だたる数学者を多く輩出しています。
歩き回れるところがたくさんあるパリは、じっくり考えるには
もってこいの場所なのでしょう。今回の滞在中に、未完成の
研究を進展させたいと思っています。

千田 雅隆
【数学/整数論】
滞在期間：平成24年6月～平成25年8月

海外渡航記

　白眉研究者たちは活動の場を世界各地に
求めて、積極的に海を渡ります。海外へ
渡航する者の数は年を経るごとに増え、
平成25年度には長期（滞在期間1ヶ月以上）
17回、短期（滞在期間1ヶ月未満）141回を
数えました。
　このように活発な海外渡航を可能として
いるのは、自身の研究にのみ時間と情熱を
注ぐことのできる、白眉プロジェクトならでは
の制度と環境です。
　海外における研究活動は、出身国や文化
的背景の違いを超えた多くの研究者との
出会いと学問的刺激をもたらし、彼らにとって、
またとない研鑽の場となっています。

年間約200件もの海外派遣実績 長期海外渡航先

短期海外渡航先  

15
2
7
7

EU

アメリカ
カナダ
イギリス
フランス

長・短期いずれも現在までの累計。また1回の渡航で複数ヶ国を訪問した例があり上記と左グラフとは総数が一致しない。

■短期海外渡航数 ■長期渡航数

■海外渡航数の推移
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白眉に息づく
先進の気風

独創的なアイデアと行動力を武器にして、
最先端研究にチャレンジする若者たち。
白眉プロジェクトには、進取の気概を持った
研究者が集い、確かな成果を上げています。

小出 陽平助教（植物育種学）の受入研究室の圃場と学生


